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は
じ
め
に

現
在
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
古
典
籍
・
歴
史
資
料
群
の
う
ち
、
公
文
書
類
を
除
く

一
群
は
「
図
書
寮
文
庫
」
と
呼
ば
れ
（
（
（

、
そ
の
名
称
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
宮
内

省
に
設
置
さ
れ
た
図
書
寮
に
由
来
す
る
。
そ
の
中
身
は
、
前
近
代
の
禁
裏
文
庫
（
（
（

の
一
部
を

も
と
に
、
江
戸
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
（
（
（

か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
一
部
や
、
明
治
以
来
宮

家
や
大
名
家
・
公
家
等
か
ら
家
蔵
文
書
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
献
納
さ
れ

た
史
料
群
、
お
よ
び
「
新
収
本
」
と
よ
ば
れ
る
個
別
に
収
蔵
さ
れ
た
史
料
等
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
近
代
に
お
け
る
文
庫
（
史
料
群
）
の
成
立
・
変
遷
過
程
の
解

明
や
、
個
々
の
典
籍
の
書
誌
学
的
研
究
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
前
近
代
の
原
蔵
状
況
と
現

況
と
の
比
較
分
析
を
と
お
し
て
、
近
代
の
文
庫
形
成
の
過
程
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
（
（

。

し
か
し
、
そ
の
研
究
視
角
に
は
問
題
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
一
点
は
、
近
代
文
庫
史
の
始

点
が
明
治
十
七
年
の
図
書
寮
設
置
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
二
点
目
は
、
献
上
・

購
入
と
い
っ
た
集
積
過
程
に
注
目
が
集
ま
り
、
保
存
管
理
の
実
態
が
看
過
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
明
治
初
年
か
ら
同
十
七
年
に
図
書
寮
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
宮
内
省
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
史
料
群
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
収
蔵
・
管
理
さ
れ

て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
が
、
図
書
寮
設
置
以
前
に
宮
内
省
で
古
文
書
・
古
典
籍
を
管
轄
し

て
い
た
侍
読
局
・
侍
講
局
の
存
在
で
あ
る
。
宮
内
省
所
管
の
古
典
籍
類
は
、
侍
従
局
や
庶

務
課
等
複
数
の
部
局
で
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
な
か
で
も
侍
読
局
・
侍
講
局
は
そ
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
如
上
の
視
点
か
ら

解
明
の
目
が
向
け
ら
れ
て
き
て
い
な
い
。

侍
読
は
、
明
治
天
皇
の
学
問
に
奉
仕
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
官
職
で
、
明
治
三
年
、
加

藤
弘
之
が
侍
読
と
な
っ
て
政
治
や
歴
史
を
進
講
し
た
の
に
始
ま
る
。
明
治
八
年
に
侍
講
へ

と
改
称
さ
れ
、
同
十
八
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
福
羽
美
静
や
元
田
永
孚
、
伊
地
知
正
治

ら
が
侍
読
・
侍
講
を
命
じ
ら
れ
て
、
天
皇
に
和
漢
洋
の
書
を
進
講
し
た
。
侍
読
局
・
侍
講

局
は
、
こ
の
侍
読
・
侍
講
の
も
と
で
諸
事
務
を
管
掌
す
る
た
め
、
宮
内
省
に
置
か
れ
た
組

織
で
、
数
名
の
職
員
が
侍
講
の
進
講
状
況
の
把
握
や
、
進
講
用
そ
の
他
御
料
分
と
し
て
購

入
・
献
上
さ
れ
た
図
書
・
新
聞
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
古
典
籍
類

の
取
り
扱
い
に
も
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
年
八
月
に
は
、
文
学
御
用
掛
が
侍

図
書
寮
文
庫
形
成
前
史
　
─
侍
講
局
と
古
典
籍
─

植　
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講
局
に
付
属
さ
れ
、
十
二
年
四
月
に
は
御
系
譜
・
御
陵
墓
両
掛
の
事
務
も
管
掌
す
る
な
ど
、

そ
の
業
務
の
幅
を
順
次
広
げ
て
い
る
（
（
（

。
な
お
、
侍
読
局
か
ら
侍
講
局
へ
の
改
称
は
、
明
治

八
年
の
侍
講
改
称
に
よ
っ
て
い
る
が
、
以
下
本
稿
で
は
煩
を
避
け
て
原
則
的
に
「
侍
講

局
」
の
呼
称
に
統
一
す
る
。

そ
の
侍
講
局
の
職
務
日
誌
と
し
て
書
か
れ
た
の
が
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
侍
読
日

記
』（
請
求
番
号
二
四
五
〇
二
・
二
四
五
〇
三
）・『
侍
講
日
記
』（
請
求
番
号
二
四
五
〇
四

〜
二
四
五
一
五
）
で
あ
る
（
以
下
、
両
日
記
を
『
日
記
』
と
略
記
）。
前
者
は
明
治
六
年

十
月
七
日
〜
同
七
年
末
、
後
者
は
明
治
八
〜
十
九
年
、
年
末
を
除
く
ほ
ぼ
毎
日
書
か
れ
、

主
に
侍
講
の
進
講
状
況
と
職
員
の
出
勤
状
況
、
図
書
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
登
場
す
る
図
書
の
多
く
は
当
時
の
新
刊
書
籍
や
新
聞
類
で
あ
る
が
、
古
典
籍
に

関
す
る
記
事
も
随
所
に
見
え
、
そ
の
調
査
整
理
や
保
存
管
理
の
様
相
が
う
か
が
え
る
。
本

稿
で
は
そ
の
調
査
・
管
理
の
実
態
を
紹
介
し
、
図
書
寮
文
庫
の
前
史
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

一　

古
典
籍
の
移
入

ま
ず
は
、
当
該
期
に
移
入
さ
れ
た
典
籍
群
の
推
移
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。『
日
記
』

中
最
初
に
そ
の
推
移
が
見
え
る
の
は
、
明
治
六
年
旧
土
佐
藩
主
山
内
家
献
上
の
山
内
本
で

あ
る
。

【
史
料
1
】『
侍
読
日
記
』
明
治
六
年
十
月
十
日
条
（
部
分
）

一
、
山
内
従
五
位
豊
尹
ヨ
リ
書
籍
百
函
献
上
、

最
後
の
藩
主
豊
範
（
豊
信
の
養
子
）
の
宮
内
省
宛
て
言
上
状
（
（
（

に
は
、「
亡
父
豊
信
存
生
中

愛
蔵
仕
候
漢
籍
類
、
私
弟
豊
尹
分
与
仕
置
候
所
、（
中
略
）
別
紙
目
録
之
通
リ
、
献
納
仕
度

段
、
私
迄
申
出
候
間
、
御
許
可
被　

仰
付
候
得
者
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、」
と
あ
り
、
侍

読
局
で
も
【
史
料
1
】
の
と
お
り
義
弟
豊
尹
（
豊
信
実
子
、
分
家
）
の
献
上
と
認
識
し
て

い
た
。
総
点
数
は
一
二
九
書
目
、
一
〇
〇
箱
、
三
七
六
三
点
（
（
（

。
そ
の
内
容
は
、
次
の
【
史

料
3
】
に
見
え
る
よ
う
に
、『
歴
代
名
臣
奏
議
』
や
『
飛
鴻
堂
印
譜
』、『
訒
庵
集
古
印
存
』

等
の
漢
籍
類
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
経
緯
を
見
て
み
る
と
、

【
史
料
2
】『
侍
読
日
記
』
明
治
六
年
十
一
月
二
十
七
日
条
（
部
分
）

一
、
山（豊
尹
）内
献
上
之
書
籍
百
箱
、
御
広
間
江
移
し
替
之
事
、

【
史
料
3
】『
侍
読
日
記
』
明
治
六
年
十
二
月
三
日
条
（
部
分
）

一
、
午
前
第
九
時
、
兼
而
山（豊
尹
）内
献
上
之
御
書
籍
百
箱
之
内
八
十
三
函
、
御
花
畑
前
二
番

御
蔵
二
階
江
運
入
相
成
候
事
、

（
中
略
）

一
、
過
日
山
口
〔
内
〕献
上
之
書
籍
之
内
、
朱
子
文
集
・
歴
代
名
臣
奏
議
・
八
大
家
夫
鈔
・
二
〔
三
〕

魏
全
集
・（
篆
字
彙
・

草
字
彙
、
各
合
五
箱
、
右
当
詰
所
御
預
リ
之
事
、

一
、
飛
鴻
堂
印
譜
・
訒
葊
集
古
印
存
・
趙
凡
夫
・

秋
水
園
、
合
三
箱
、
右
御
料
山
口
献
上
之
分
、

杉（孫
七
郎
）
大
丞
拝
借
之
旨
、
元
田
永
孚
侍
従
毛（吉
盛
）利ゟ
北（氏
恭
）条ト
伝
達
候
様
、
申
込
候
事
、

献
上
さ
れ
た
山
内
本
一
〇
〇
箱
は
、
い
っ
た
ん
広
間
に
移
さ
れ
た
の
ち
、
大
半
の
八
三

箱
が
花
畑
前
二
番
御
蔵
二
階
に
移
さ
れ
、
五
箱
は
侍
講
局
詰
所
の
預
か
り
、
三
箱
は
杉
孫

七
郎
へ
貸
出
と
な
っ
た
。
残
り
の
九
箱
に
つ
い
て
は
、
記
述
が
な
く
不
明
で
あ
る
。【
史
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料
2
】
の
「
広
間
」
や
【
史
料
3
】
の
「
御
花
畑
前
二
番
御
蔵
」
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
年

の
五
月
に
皇
居
が
全
焼
し
た
後
、
仮
皇
居
と
な
っ
た
赤
坂
離
宮
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
侍
読
局
へ
の
古
典
籍
の
移
入
を
見
る
上
で
は
、
御
池
庭
並
御
内
庭
御
文
庫
本

（
以
下
、
御
池
庭
本
と
略
記
）
に
関
す
る
記
述
も
興
味
深
い
。
御
池
庭
本
は
、
京
都
御
所

内
の
御
池
庭
・
御
内
庭
両
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
古
典
籍
群
で
あ
り
、
明
治
七
年
三

月
の
宮
内
省
の
求
め
（
（
（

に
応
じ
て
、
同
年
四
月
に
京
都
か
ら
移
送
さ
れ
、
侍
講
局
の
所
管
と

な
っ
た
。
推
移
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。

【
史
料
4
】
宇
田
淵
送
状
（『
侍
講
局 
図
書
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
七
年
）』（
識
別
番

号
乙
二
六
七
）
明
治
七
年
第
一
号
）

御
池
庭
並
御
内
庭
御
文
庫
ニ
収
蔵
候
之
御
書
籍
、
悉
皆
取
揃
相
廻
し
可
申
旨
、
過
日
御

達
ニ
相
成
候
ニ
付
、
別
紙
入
記
之
通
、
去
四
日
十
六
箇
、
六
日
十
六
箇
、
回
漕
ヲ
以
差

出
し
候
間
、
到
着
之
上
、
御
改
御
落
手
可
給
候
也
、

明
治
七
年
四
月
十
日

追
而
、
右
御
池
庭
壱
番
・
御
内
庭
壱
番
御
文
庫
ニ
有
之
候
分
ニ
而
、
御
池
庭
二
番
御
文

庫
之
分
ハ
、
近
日
取
出
し
御
廻
し
可
申
候
、

右
入
記
之
内
、
目
録
外
ト
有
之
候
ハ
、
従
前
御
書
籍
目
録
ニ
記
載
無
之
候
ヘ
共
、
今
度

点
検
致
し
候
現
在
之
分
ニ
候
、
尤
其
外
ニ
も
冊
数
多
少
等
、
従
前
目
録
と
相
違
之
分
も

有
之
候
、
左
様
御
承
知
可
給
候
、

印
落
と
有
之
候
ハ
外ソト
箱
へ
入
候
節
記
載
儀
ニ
相
成
候
分
ニ
て
、
番
号
何
れ
と
も
不
相
分

候
へ
と
も
、
詰
り
右
四
日
十
六
箇
箱
之
内
ニ
ハ
入
置
候
訳
ニ
候
条
、
此
段
御
心
得
ニ
て

御
点
検
所
希
候
也
、

　
　
　
　
　

宇（
淵
）田
従
五
位

宮
内
省
御
中

【
史
料
5
】『
侍
読
日
記
』
明
治
七
年
四
月
十
四
日
条
（
部
分
）

一
、
西
京
御
文
庫
之
書
籍
イ
印
ゟ
タ
印
迄
十
六
箇
到
着
相
成
候
ニ
付
、
御
玄
関
・
御
廊

下
へ
積
置
候
事
、

但
、
本

（【
（

（【
史
料月
十
日
出
宇
田
渕
ゟ
之
書
状
并
目
録
共
壱
綴
、
本
省
竹
田
大
録
よ
り
受

取
預
置
候
事
、

【
史
料
6
】『
侍
読
日
記
』
明
治
七
年
四
月
十
五
日
条
（
部
分
）

一
、
西
京
御
池
庭
御
文
庫
之
御
書
籍
十
六
箇
到
着
ニ
付
、
吹
上
御
土
蔵
へ
運
ひ
、
荷
数

改
之
上
、
相
納
候
事
、

　
　
　

但
、
承（根
本
）弼
出
張
い
た
し
候
事
、

【
史
料
7
】
宇
田
淵
送
状
（『
侍
講
局 

図
書
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
七
年
）』
明
治
七

年
第
一
号
）

御
池
庭
二
番
御
文
庫
ニ
有
之
候
御
書
籍
取
出
し
、
別
紙
入
記
之
通
、
昨
十
五
日
回
漕
ヲ

以
差
出
し
候
間
、
到
着
之
上
御
改
御
落
手
可
給
候
也
、

明
治
七
年
四
月
十
六
日　
　
　

宇（淵
）田
従
五
位

宮
内
省御

中

【
史
料
8
】『
侍
読
日
記
』
明
治
七
年
四
月
十
七
日
条
（
部
分
）

一
、
本
日
西
京
之
御
書
籍
九
箇
、
吹
上
御
文
庫
へ
相
納
候
事
、

①

②

①
②

③

①

①①

③

②
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但
、
根（承
弼
）本
出
張
之
事
、

【
史
料
9
】『
侍
読
日
記
』
明
治
七
年
四
月
十
九
日
条
（
部
分
）

一
、
西
京
御
書
籍
七
箇
仕
人（
マ
マ
）光
保
取
扱
、
吹
上
御
土
蔵
へ
相
納
候
事
、

（
中
略
）

一
、
西
京
御御
池
庭
二
番

文
庫
ニ
有
之
御
書
籍
三
箇
、
本
日
十
五
日
回
漕
ヲ
以
指
出
候
旨
、
宇（淵
）田
従

五
位
ゟ
書
面
到
来
、

【
史
料
10
】『
侍
読
日
記
』
明
治
七
年
四
月
二
十
五
日
条
（
部
分
）

一
、
西
京
御
池
庭
御
文
庫
之
御
書
籍
三
箇
到
着
ニ
付
、
吹
上
御
文
庫
へ
指
送
リ
候
事
、

【
史
料
11
】
宮
内
省
録
回
答
書
控
（『
侍
講
局 

図
書
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
七
年
）』

明
治
七
年
第
一
号
）

御
池
庭
并
御
内
庭
御
文
庫
ニ
収
蔵
之
御
書
籍
イ
号
ゟ
フ
号
迄
三
拾
六
箇
、
甲
乙
号
弐
箇
、

回
漕
ヲ
以
御
差
立
被
成
候
旨
、
別
冊
入
記
ヲ
添
、
四

（【
（

（【
史
料月
十
日
・
同

（【
（

（【
史
料十
六
日
両
度
御
指
出

之
御
書
面
、
無
相
違
相
達
致
領
収
候
、
御
荷
物
之
儀
ハ
、
同
月
十
五
・
十
九
・
廿
五
日

と
三
度
ニ
到
着
相
成
候
間
、
荷
数
相
改
候
所
、
前セン
書
之
通
相
違
無
之
候
、
尤
御
書
籍
箱

多
分
破
損
、
各
書
紛
敷
致
候
ニ
付
、
委
細
之
儀
ハ
書
目
ヘ
比
較
取
調
之
上
、
追
而
可
申

入
候
得
共
、
先
此
段
及
御
答
候
也
、

明
治
七
年
五
月
十
七
日　

宮
内
省
録

従
五
位
宇
田
淵
殿

以
上
の
史
料
か
ら
こ
の
御
池
庭
本
の
移
送
状
況
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

（
丸
番
号
は
史
料
傍
線
部
に
対
応
）。

①
一
六
箱
（
御
池
庭
一
番
・
御
内
庭
一
番
文
庫
、
イ
印
〜
タ
印
・
印
落
）‥
京
都
（
四
日
）

→
宮
内
省
─
侍
講
局
→
玄
関
・
廊
下
（
十
四
日
）
→
吹
上
御
文
庫
（
十
五
日
）（【
史
料

4
〜
6
・
11
】）

②
一
六
箱
（
同
前
、
レ
印
〜
フ
印
）‥
京
都
（
六
日
）
→
宮
内
省
─
侍
講
局
→
吹
上
御
文

庫
（
十
七
・
十
九
日
）（【
史
料
4
・
8
・
9
・
11
】）

③
三
箱
（
御
池
庭
二
番
文
庫
、
甲
・
乙
号
）‥
京
都
（
十
五
日
）
→
宮
内
省
─
侍
講
局
→

吹
上
御
文
庫
（
二
十
五
日
）（【
史
料
7
・
9
・
10
・
11
】）

こ
う
し
て
段
階
的
に
東
京
へ
移
送
さ
れ
、
侍
講
局
に
移
管
さ
れ
た
御
池
庭
本
三
五
箱
は
、

吹
上
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
（
（1
（

。【
史
料
4
】
と
と
も
に
送
ら
れ
た
目
録
「
御
池
庭
並
御
内

庭
御
文
庫
書
目
」（（1
（

に
よ
っ
て
、【
史
料
4
・
11
】
に
見
え
る
イ
印
〜
フ
印
・
甲
・
乙
お
よ

び
「
目
録
外
」「
印
落
」
の
書
目
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
箱
に
よ
っ
て
歌
書
や

漢
籍
に
区
別
さ
れ
て
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
総
計
は
書
目
六
〇
〇
超
、
点
数
一
八
二
〇
〇
超

に
及
ぶ
。
な
お
、
同
目
録
に
は
「
次
朝
」「
速
」「
高
田
」「
松
林
」「
俊
顕
」
の
朱
印
と
と

も
に
、
朱
書
き
で
員
数
等
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
侍
講
局
細
田
次
朝
や
直
丁
高
田

某
ら
に
よ
る
同
年
中
の
吹
上
御
文
庫
内
調
査
（『
日
記
』
同
年
十
二
月
十
二
日
条
ほ
か
）

の
際
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
十
一
年
に
は
、
侍
従
や
庶
務
課
等
宮
内
省
内
の
他
部
署
所
管
の
宸
翰
・
画

像
類
が
、
す
べ
て
侍
講
局
に
移
管
さ
れ
た
。

【
史
料
12
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
一
年
一
月
三
十
一
日
条
（
部
分
）

一
、
是
迄
、　

宸
翰
・
御
画
像
類
侍
講
・
侍
従
・
庶
務
課
等
預
リ
ニ
相
成
居
、
区
々
ニ
而

不
都
合
ニ
付
、
以
来
一
切
侍
講
へ
被
預
候
間
、
精
細
取
調
、
夫
々
区
分
相
立
、
目

②③③

①
②

③

①

②

③
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録
ヲ
製
シ
、
尚
新
規
長
持
ニ
入
レ
、
今
般
出
来
相
成
候
御
庫
江
相
蔵
め
置
候
様
、
香（敬

川三）
書
記官ゟ
被
達
候
旨
、
和
田
三
等
属
よ
り
伝
達
有
之
候
ニ
付
、
元（永
孚
）田侍
講
へ
も
此
旨

申
立
候
事
、

【
史
料
13
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
一
年
二
月
十
五
日
条
（
部
分
）

一
、
宸
翰
類
四
軸
・
壱
帖
、
侍
従
預
り
之
分
、
本
日
北（氏
恭
）条侍
従
ヨ
リ
受
取
、
以
来
侍
講

預
り
ニ
相
成
之
事
、

但
、
委
細
ハ
、　

宸
翰
目
録
へ
記
入
シ
、
第　（マ
マ
）御
文
庫
へ
蔵
ム

移
管
の
理
由
は
、【
史
料
12
】
に
「
区
々
ニ
而
不
都
合
ニ
付
」
と
あ
り
、
分
散
管
理
に
よ

る
弊
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
収
蔵
先
は
「
今
般
出
来
相
成
候
御
庫
」
と
あ
る

が
、【
史
料
14
】
に
は
御
文
庫
の
番
号
が
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
推
移
も
う
か

が
え
な
い
。
た
だ
、
同
年
中
に
常
務
掛
か
ら
受
け
取
っ
た
「
後
醍
醐
天
皇
宸
翰
弐
箱
・

延（醍
醐
天
皇
）

喜
帝
宸
翰
壱
箱
」（『
日
記
』
同
年
五
月
九
日
条
）
や
、
購
入
し
た
「
亀
山
・
後
小
松
・

称
光
・
後
花
園
・
後
土
御
門
・
後
柏
原
・
後
奈
良
七
天
皇
宸
翰
内
後
花
園　

天
皇
ハ
二
軸
各
箱
入
」（『
日

記
』
同
年
五
月
二
十
四
・
二
十
五
日
条
）
が
第
五
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、【
史
料
12
・
13
】
の
侍
従
旧
所
管
の
宸
翰
類
も
同
所
に
収
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
十
一
年
四
月
四
日
条
「
華
頂
宮
御
蔵
書
西
洋
書
百
九
拾
四
冊
」
や
、
後
掲

【
史
料
24
】
の
十
一
年
十
月
二
十
六
日
条
「
静
寛
院
宮
御
書
籍
弐
長
持
」
等
皇
族
の
旧
蔵

書
も
引
き
取
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
六
〜
十
一
年
の
わ
ず
か
五
年
の
間
に
、
旧
大
名
家
蔵
書
・
京
都

所
在
古
典
籍
・
宮
内
省
内
の
宸
翰
類
・
皇
族
旧
蔵
図
書
を
集
積
し
、
侍
講
局
は
そ
の
所
管

図
書
を
急
増
さ
せ
た
。
侍
講
局
は
宮
内
省
に
お
け
る
古
典
籍
・
歴
史
資
料
の
一
大
集
積
所

と
な
り
、
保
存
管
理
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
明
治
十
二
年
に
新
設
さ
れ
た
宸
翰
御
用
掛
へ
の
一
部
移
管
も
見
ら
れ
る
が
（
（1
（

、

明
治
十
五
年
の
吉
田
豊
辰
献
納
本
（
七
九
書
目
、
八
六
冊
四
折
）
や
、
十
六
年
、
式
部
寮

本
（
二
〇
七
書
目
、
四
一
六
〇
冊
）、
御
系
譜
課
本
（
四
一
四
書
目
、
二
二
八
四
冊
、
う

ち
新
井
白
石
旧
蔵
本
一
七
二
書
目
、
三
四
一
冊
）、
御
陵
墓
課
本
（
一
一
三
書
目
、
八
一

三
冊
）
の
移
管
が
あ
り
（
（1
（

、
一
定
し
て
侍
講
局
所
管
図
書
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

二　

各
書
庫
の
様
相

で
は
、
そ
の
よ
う
な
膨
大
な
所
管
図
書
が
、
侍
講
局
で
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い

た
の
か
。
前
節
よ
り
、
侍
講
局
管
轄
下
に
「
御
花
畑
前
二
番
御
蔵
」
や
「
吹
上
御
文
庫
」

と
複
数
の
書
庫
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、『
日
記
』
を
通
覧
す
る
と
、
こ
の
ほ

か
に
も
賢
所
脇
・
第
三
・
第
四
・
第
五
・
新
築
の
各
「
御
文
庫
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
本
節
で
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
相
や
推
移
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

１　

吹
上
御
文
庫

『
日
記
』
中
、
も
っ
と
も
多
く
登
場
す
る
の
が
吹
上
御
文
庫
で
あ
り
、
前
掲
【
史
料
6
】

「
吹
上
御
土
蔵
」
が
そ
の
初
出
で
あ
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
宮
城
内
の
吹
上
に
あ
っ
た

こ
と
は
、『
日
記
』
八
年
四
月
五
日
条
に
「
皇
城
吹
上
御
文
庫
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
判

明
す
る
。「
吹
上
牛（マ
マ
）乳
舎
脇
御
文
庫
」（『
日
記
』
十
年
二
月
七
日
条
ほ
か
）
と
も
記
さ
れ

て
お
り
、
乳
牛
舎
と
並
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
御
文
庫
・
乳
牛
舎
と
も
に
吹
上
内
で

の
詳
し
い
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
六
年
の
大
火
で
は
、
吹
上
一
帯
は
延
焼
を
免
れ
て

い
る
（
（1
（

か
ら
、
御
文
庫
も
火
災
以
前
か
ら
書
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
被
災
せ
ず
に
そ



（ 6 ）

の
ま
ま
継
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
吹
上
は
「
其
の
地
質
卑
湿
の
患
な
き
」（（1
（

地
で
も

あ
っ
た
。

吹
上
御
文
庫
の
蔵
書
全
体
に
つ
い
て
は
、
宮
内
公
文
書
館
に
『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録

写
』（
請
求
番
号
七
〇
〇
一
九
、
以
下
『
吹
上
目
録
』
と
略
記
）
が
あ
り
、
全
容
と
収
蔵

の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
目
録
は
、
七
年
十
月
七
日
に
、「
一
ト
通
り
取
調

済
」
と
し
て
葉
室
長
順
・
雑
掌
細
田
次
朝
に
提
出
さ
れ
た
「
別
記
書
目
」（『
日
記
』
同
日

条
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
（
（1
（

、
ま
た
、
八
年
八
月
三
・
三
十
日
条
に
あ
る
「
吹
上
御
文
庫
書
籍

目
録
」
も
こ
れ
を
指
し
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
吹
上
目
録
』
は
、
イ
か
ら
ス
ま
で
書
名
の
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
漢
籍
や

和
書
等
の
種
類
に
よ
る
区
別
は
基
本
的
に
な
い
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
配
列
が

御
文
庫
内
の
配
置
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、『
吹
上

目
録
』
の
「
ワ
」
の
部
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
14
】『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』「
ワ
」
の
部

和
漢
朗
詠	

　
　

二　

巻　
一
筥

和
漢
三
才
図
絵	

全
八
十
一
冊　
一
筥

王
文
挌
公
集	

全　

八　

冊　
一
筥

ワ
印
第
一　

雑
書	

壱　
　
　

箱

内
和
名
類
聚
鈔	

全　

五　

冊

倭
朝
姓
氏
譜	

全　

三
十
冊

和
論
語	

全　

十　

冊

和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集	

上
中
下
三　

冊

和
朝
名
勝
画
図	

全　

五　

冊

（
後
略
）

こ
の
よ
う
に
、
個
別
に
箱
入
り
の
も
の
が
筆
頭
に
列
記
さ
れ
、
そ
の
他
の
も
の
が
「
雑

書
」
と
し
て
「
ワ
印
第
一
」
の
箱
に
収
め
ら
れ
、
同
目
録
に
記
さ
れ
た
（
（1
（

。
分
量
の
多
い

「
イ
印
」
等
は
、「
第
一
」
〜
「
第
四
」
の
箱
が
あ
り
、「
第
三
」
ま
で
は
「
歌
書
雑
々
」

と
し
て
特
に
歌
書
の
み
分
類
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
分
量
の
多
い
「
コ
印
」
や

「
シ
印
」
等
は
、
戸
棚
一
棹
が
用
意
さ
れ
、「
左
一
区
」「
右
六
区
」
な
ど
戸
棚
内
の
配
置

別
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、「
目
録
外
」（
図
面
類
や
宸
翰
類
、「
雑
書
類
」、

「
日
記
類
」
な
ど
）
と
「
仮
皇
居
へ
取
寄
之
分
」
が
末
尾
に
記
さ
れ
て
お
り
、『
吹
上
目

録
』
に
記
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
数
の
は
っ
き
り
す
る
も
の
の
総
計
は
、
書
目
二
二
四
六

種
、
点
数
一
五
九
四
〇
点
、
箱
数
四
四
六
箇
、
戸
棚
五
棹
に
及
ぶ
。

以
上
は
、
明
治
七
年
頃
の
状
況
で
あ
る
が
、
同
十
一
年
に
は
、
廃
止
と
な
っ
た
賢
所
脇

御
文
庫
の
収
蔵
分
も
引
き
取
り
（
後
述
）、
蔵
書
を
増
や
し
て
い
る
。

吹
上
御
文
庫
の
蔵
書
の
多
く
は
和
書
や
漢
籍
で
あ
り
、『
日
記
』
中
に
多
く
見
え
る
新

刊
書
籍
や
新
聞
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
様
子
は
見
当
た
ら
ず
、
洋
書
も
「
目
録
外
」
に
あ

る
九
冊
（
二
箱
）
の
み
で
あ
る
。『
日
記
』
十
二
年
三
月
十
八
日
条
に
は
、
宸
翰
類
や
元

勅
封
物
を
複
数
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
、
吹
上
御
文
庫
が
貴
重
書
庫
と
し
て
機
能
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
吹
上
目
録
』
上
の
配
列
、
す
な
わ
ち
箱
・
戸
棚
内
の
配

置
に
、
種
別
等
に
よ
る
明
確
な
区
分
や
基
準
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
前
述
の
と
お
り
「
歌

書
」
だ
け
は
、
箱
別
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
単
に
歌
書
の
分
量
が
多

か
っ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
和
歌
文
学
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

も
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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と
い
う
の
も
、
明
治
十
二
年
、
中
山
忠
能
ら
に
よ
る
大
が
か
り
な
調
査
が
、
吹
上
御
文

庫
に
入
っ
て
い
る
（『
日
記
』
同
年
二
月
二
十
四
日
・
三
月
二
十
八
日
・
五
月
十
日
条
等
）。

そ
の
調
査
メ
ン
バ
ー
は
「
従
一
位
中
山
忠
能
・
従
一
位
近
衛
忠
煕
・
正
二
位
久
我
建
通
・

正
二
位
嵯
峨
実
愛
・
従
三
位
三
条
西
公
兄
・
正
四
位
長
谷
信
成
・
従
四
位
藤
堂
高
潔
・
従

四
位
前
田
利
鬯
・
従
四
位
石
山
基
正
・
従
五
位
京
極
高
典
」（『
日
記
』
同
年
三
月
四
日

条
）
と
錚
々
た
る
面
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
中
山
・
近
衛
・
久
我
・
嵯
峨
は
文
学
御

用
掛
、
三
条
西
・
長
谷
・
藤
堂
・
前
田
・
石
山
・
京
極
は
御
書
籍
御
道
具
取
調
掛
で
あ
る

が
、
前
年
七
月
に
は
歌
会
始
の
古
儀
復
興
に
む
け
て
、
中
山
・
近
衛
・
嵯
峨
・
三
条
西
が

御
歌
会
式
取
調
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は
中
山
・
久
我
・
嵯
峨
ら
に

「
維
新
以
前
諸
儀
式
取
調
」
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

か
ら
、
そ
う
し
た
流
れ
か
ら
吹
上
御
文

庫
蔵
書
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
調
査
対
象
は
『
詩
歌
御
遊
記
』・「
詩
懐
紙

写
」・『
院
中
日
次
』・『
続
公
卿
補
任
』・『
公
卿
補
任
補
欠
』・「
寿
印
箱
」・「
元
勅
封
箱
」・

「
黒
タ
メ
染
宸
翰
入
御
箱
」・『
五
雑
俎
』・『
五
車
韻
瑞
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
日
記
』
に

見
え
て
い
る
（
十
二
年
二
月
二
十
四
日
・
三
月
十
八
日
条
）。
必
要
に
応
じ
て
、
蔵
書
は

赤
坂
仮
皇
居
の
侍
講
局
詰
所
に
運
ば
れ
て
調
査
さ
れ
た
（『
日
記
』
同
年
二
月
二
十
四
日

条
ほ
か
）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
調
査
の
流
れ
は
、
宮
内
省
貴
重
書
庫
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
吹
上

御
文
庫
の
機
能
縮
小
に
も
つ
な
が
っ
た
。

【
史
料
15
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
二
年
十
二
月
十
日
条
（
部
分
）

一
、
吹
上
乳
牛
舎
脇
御
文
庫
ニ
相
蔵
メ
有
之
候

御
宸
翰
并
勅
封
物
、
悉
皆
明
日
中
御
書
籍
取
調
掛
よ
り
受
取
、
仮
皇
居
へ
運
搬
、

新
築
第
四
御
文
庫
へ
相
納
候
様
、　（マ
マ
）書
記
官
よ
り
被
達
候
ニ
付
、
取
調
掛
へ
示
談
之

上
、
同
掛
よ
り
両
人
、
当
局
よ
り
壱
人
同
所
へ
出
張
、
受
取
渡
し
可
致
筈
之
事
、

ま
ず
、
吹
上
御
文
庫
蔵
書
の
う
ち
三
条
西
ら
御
書
籍
御
道
具
取
調
掛
の
調
査
が
終
了
し

た
宸
翰
・
勅
封
物
は
、
仮
皇
居
の
新
築
第
四
御
文
庫
（
後
述
）
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
引
き
渡
し
と
第
四
御
文
庫
へ
の
収
蔵
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

翌
十
一
日
条
に
見
え
て
い
る
。
こ
の
移
送
の
要
因
は
、
赤
坂
仮
皇
居
の
侍
講
局
か
ら
宮
城

内
の
吹
上
御
文
庫
へ
の
往
き
来
の
不
便
さ
と
い
う
、
立
地
の
問
題
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。『
日
記
』
中
、
宮
城
内
の
吹
上
・
賢
所
脇
両
文
庫
へ
行
く
こ
と
は
、
い
ち
い
ち
「
出

張
」
と
記
さ
れ
、
用
を
済
ま
す
に
も
半
日
仕
事
だ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
し
、
文
学
御

用
掛
（
侍
講
局
内
設
置
）
等
に
よ
る
頻
繁
な
調
査
が
、
吹
上
御
文
庫
の
利
便
性
の
悪
さ
を

よ
り
実
感
さ
せ
、
赤
坂
仮
皇
居
内
の
書
庫
を
中
心
と
す
る
体
制
へ
の
移
行
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
後
も
、
吹
上
御
文
庫
は
貴
重
書
庫
と

し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
が
、『
日
記
』
中
の
記
事
も
収
蔵
よ
り
も
持
ち
出
し
に
関

す
る
も
の
が
目
立
ち
、
侍
講
局
管
轄
下
の
書
庫
の
中
心
は
第
四
御
文
庫
に
移
り
つ
つ
あ
っ

た
。そ

う
し
て
、
吹
上
御
文
庫
が
完
全
に
そ
の
使
命
を
終
え
る
の
は
、
明
治
十
五
年
の
こ
と

で
あ
る
。

【
史
料
16
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
五
年
十
月
二
十
七
日
条
（
部
分
）

一
、
吹
上
元
乳
牛
舎
脇
御
文
庫
へ
出
張
、
御
書
籍
箱
悉
皆　

仮
皇
居
へ
取
寄
候
ニ
付
、

御
文
庫
不
用
之
旨
、
書
記
官
へ
申
立
候
事
、

【
史
料
17
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
五
年
十
月
二
十
八
日
条
（
部
分
）
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一
、
吹
上
元
乳
牛
舎
脇
御
文
庫
、
内
匠
課
へ
引
渡
之
儀
、
本
日
申
立
候
事
、

【
史
料
18
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
五
年
十
月
三
十
日
条
（
部
分
）

一
、
吹
上
御
文
庫
よ
り
取
寄
之
御
書
籍
、
曝
書
之
上
新
築
御
文
庫
へ
入
、

【
史
料
19
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
五
年
十
一
月
四
日
条
（
部
分
）

一
、
吹
上
乳
牛
舎
脇
御
文
庫
之
鍵
弐
ツ
、
庶
務
課
へ
返
入
、
深
山
落
手
之
事
、

【
史
料
16
・
17
】
に
「
元
乳
牛
舎
」
と
あ
る
と
お
り
、
隣
接
す
る
乳
牛
舎
も
す
で
に
廃

止
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
皇
居
造
営
の
た
め
吹
上
一
帯
も
そ
の
用
地
と
し
て
整
理
の

対
象
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
利
便
性
の
悪
さ
か
ら
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
皇

居
再
建
事
業
が
決
定
打
と
な
っ
て
、
吹
上
御
文
庫
は
廃
止
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

２　

賢
所
脇
御
文
庫

明
治
六
年
火
災
後
、
赤
坂
仮
皇
居
内
に
賢
所
は
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
賢
所
」

は
宮
城
本
皇
居
の
旧
賢
所
を
指
す
。
六
年
十
月
二
十
二
日
条
に
「
皇
城
元
賢
所
脇
御
蔵
」

「
賢
所
御
蔵
」
と
あ
る
の
を
『
日
記
』
中
の
初
出
と
し
て
お
り
、
吹
上
御
文
庫
に
先
ん
じ

る
。『

日
記
』
か
ら
確
認
さ
れ
る
蔵
書
は
、『
怜
野
集
』・『
類
題
草
野
集
』（
以
上
、
六
年
十

二
月
二
日
条
）・『
日
記
故
事
大
全
』・『
貞
観
政
要
』・『
楷
行
会
編
』（
以
上
、
八
年
四
月

八
日
条
）・『
通
鑑
綱
目
』（
八
年
十
月
三
日
条
）・『
前
漢
書
』・『
後
漢
書
』・『
徳
川
氏
系

譜
』・『
正
続
文
章
軌
範
』（
以
上
、
十
一
年
一
月
八
日
条
）
等
歌
書
か
ら
漢
籍
ま
で
あ
り
、

吹
上
御
文
庫
と
の
質
的
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
か
廃
止
も
早
く
、
次
の
史
料

の
よ
う
に
吹
上
御
文
庫
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
役
目
を
終
え
て
い
る
。

【
史
料
20
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
一
年
一
月
二
十
六
日
条
（
部
分
）

一
、
本
日
、
賢
所
脇
御
文
庫
入
之
御
書
籍
不
残
牛（マ
マ
）乳
舎
脇
御
文
庫
へ
搬
運
之
為
メ
、
岡

本
定
清
早
天
ゟ
同
所
へ
出
張
相
成
候
事
、

３　

第
三
御
文
庫

続
い
て
見
え
る
の
が
、
第
三
御
文
庫
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
た
よ
う
に
『
例
規
録
』
に
宸

翰
用
書
庫
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
内
廷
」
と
あ
る
か
ら
、
赤
坂
仮
皇
居
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

【
史
料
21
】『
侍
講
局 

例
規
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
十
九
年
）』（
識
別
番
号
六
四
三
七
）

明
治
七
年
第
三
号
「
宮
内
省
書
籍
借
覧
規
則
制
定
」
第
五
款

　
　
　

第
五
款

一
、
歴
聖
ノ
宸
翰
ハ
別
ニ
目
録
ヲ
設
ケ
、
詳
明
記
載
シ
テ
之
ヲ
御
櫃
ニ
納
メ
、
管
鑰
ヲ

施
シ
テ
、
内
廷
第
三
ノ
宝
庫
ニ
蔵
ム
、
卿
輔
ノ
指
令
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
之
ヲ
開
鎖

ス
ル
ヲ
得
ス
、

実
際
に
宸
翰
用
書
庫
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
、『
日
記
』
明
治
九
年
五
月
十
二
日
・

八
月
九
日
・
十
日
・
十
二
年
五
月
十
三
日
・
六
月
五
日
条
に
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
九
年

五
月
十
二
日
条
に
「
御
宸
翰
入
長
持
壱
」
が
「
是
迄
庶
務
課
ニ
て
預
第
三
御
文
庫
ニ
納
有

之
候
処
、
此
度
侍
講
ニ
て
御
預
リ
ニ
相
成
候
様
」
と
あ
る
よ
う
に
、
庫
内
に
は
一
部
他
部

局
管
轄
の
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、『
群
書
類
従
』・『
礼
儀
類
典
』・『
史
記
』（
以
上
、
九
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年
八
月
二
十
三
日
条
）、『
古
写
本
日
本
紀
』（
十
一
年
一
月
二
十
一
日
条
）、『
源
氏
物
語
』

（
十
二
年
六
月
五
日
条
）
と
宸
翰
以
外
も
収
め
ら
れ
て
い
た
。

「
卿
輔
ノ
指
令
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
之
ヲ
開
鎖
ス
ル
ヲ
得
ス
、」
と
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
第

三
御
文
庫
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
終
焉
は
吹
上
御
文
庫
や
賢
所
脇
御
文
庫
ほ
ど
は
っ
き
り
と

し
な
い
。
十
二
年
六
月
五
日
に
「
宸
翰
入
長
持
弐
棹
・
同
源
氏
入
壱
箱
」
が
第
三
御
文
庫

か
ら
第
四
御
文
庫
に
移
さ
れ
て
お
り
（『
日
記
』
同
日
条
）、
こ
の
前
後
か
ら
随
時
新
築
の

第
四
御
文
庫
に
吸
収
さ
れ
、
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４　

第
五
御
文
庫

赤
坂
仮
皇
居
の
御
厩
課
脇
に
あ
っ
た
第
五
御
文
庫
は
、
明
治
九
年
十
一
月
に
侍
講
局
に

貸
し
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
22
】『
侍
講
日
記
』
明
治
九
年
十
一
月
十
四
日
条
（
部
分
）

一
、
書
籍
文
庫
壱
ヶ
所
借
用
致
度
旨
申
立
候
処
、
御
厩
課
脇
第
五
番
・
第
七
番
弐
ヶ
所

之
内
、
可
借
渡
旨
、
香（敬
三
）川大
丞
ゟ
被
達
、
仍
て
内
匠
課
小
平
同
行
、
岡
本
定
清
実

場
見
分
之
処
、
第
七
番
文
庫
ハ
狭
少
ニ
付
、
五
番
之
方
借
用
致
候
様
、
決
定
之
事
、

翌
月
十
五
日
に
は
、
借
り
受
け
か
ら
一
ヶ
月
の
間
に
収
蔵
さ
れ
た
図
書
の
目
録
が
作
成

さ
れ
て
い
る
（『
日
記
』
同
日
条
）。
ま
た
、
そ
の
前
日
の
十
四
日
条
に
は
「
同
所
錠
前
之

封
紙
検
印
無
之
、
白
紙
ヲ
以
而
仕
替
有
之
、」
と
あ
り
、
書
庫
の
施
錠
に
関
す
る
希
少
な

記
事
と
し
て
興
味
深
い
。

収
蔵
物
に
つ
い
て
は
、「
御（
関
西
行
幸
中
）

留
守
中
ニ
付
、
御
書
籍
急
用
無
之
分
四
拾
五
箱
」（『
日
記
』

明
治
十
年
二
月
二
十
七
日
条
）
が
、
翌
十
一
年
四
月
に
は
「
華
頂
宮
御
蔵
本
西
洋
書
籍
、

当
局
預
り
之
分
、」（『
日
記
』
同
月
八
日
条
）
が
、
ま
た
、
前
節
で
見
た
と
お
り
同
年
五

月
に
は
新
収
の
宸
翰
類
が
、
そ
れ
ぞ
れ
第
五
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
第

三
御
文
庫
の
よ
う
な
収
蔵
物
の
明
確
な
基
準
は
見
い
だ
せ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
暫
定

的
な
収
蔵
先
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
五
御
文
庫
も
、
明
治
十
二
年
に
他
の
書
庫
同
様
、
新
築
の
第
四
御
文
庫
に
吸
収
さ
れ

る
か
た
ち
で
廃
止
を
迎
え
て
い
る
。

【
史
料
23
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
二
年
六
月
十
三
日
条
（
部
分
）

一
、
第
五
番
御
文
庫
御
厩　
ウ
シ
ロ
中
之
書
籍
、
悉
皆
新
築
第
四
御
文
庫
へ
移
転
致
シ
候
事
、

但
、
第
五
番
御
文
庫
不
用
ニ
付
、
内
匠
課
へ
返
却
之
旨
申
入
之
所
、
白
川
勝

文
・
有
坂
銓
吉
承
知
之
事
、

５　

第
四
御
文
庫

前
述
の
と
お
り
、
他
の
書
庫
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
明
治
十
二
年
新

築
の
第
四
御
文
庫
で
あ
る
。
所
在
が
赤
坂
仮
皇
居
で
あ
る
こ
と
は
、
明
治
十
二
年
十
二
月

十
日
条
に
「
仮
皇
居
へ
運
搬
、
新
築
第
四
御
文
庫
へ
相
納
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
二
月
に
竣
工
し
て
、
部
局
ご
と
の
部
屋
割
り
が
決
め
ら
れ
（『
日
記
』
同
月
二

十
四
日
条
）、
翌
月
に
は
侍
講
局
員
・
庶
務
課
員
に
よ
る
書
架
設
置
の
た
め
の
採
寸
が
な

さ
れ
て
い
る
（
同
三
月
十
九
日
条
）。
そ
し
て
、
五
月
二
十
三
日
の
「
孝
明
天
皇
御
詠
草

唐
櫃
一
」（
同
日
条
）
を
皮
切
り
に
、
六
月
五
日
、
第
三
御
文
庫
の
「
宸
翰
入
長
持
弐

棹
・
同
源
氏
入
壱
箱
」（
同
日
条
）、
同
月
十
三
日
、
第
五
御
文
庫
全
蔵
書
（【
史
料
24
】）、

十
二
月
十
日
、
近
衛
忠
煕
献
上
本
で
古
器
物
保
存
掛
預
か
り
で
あ
っ
た
「
嵯
峨
天
皇
宸
翰

壱
軸
」・「
宇
多
天
皇
宸
翰
壱
軸
」・「
後
鳥
羽
天
皇
宸
翰
壱
軸
」
お
よ
び
吹
上
御
文
庫
内
の
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「
御
宸
翰
并
勅
封
物
」
す
べ
て
（
同
日
条
）、
翌
十
一
日
に
は
御
書
籍
取
調
掛
よ
り
受
け

取
っ
た
勅
封
物
・
宸
翰
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
移
送
・
収
蔵
に
、
中
山
忠
能
ら
文
学
御
用
掛
や
御
書
籍
御
道
具
取
調
掛
の
関

与
が
色
濃
く
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
第
四
御
文
庫
の
建
設
は
、
当
初
か
ら
両
掛

の
調
査
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
う
る
。
す
な
わ
ち
、
先
述
の
よ
う
に
利
便
性

を
欠
い
た
吹
上
御
文
庫
に
替
わ
る
、
頻
繁
な
調
査
に
適
し
た
赤
坂
仮
皇
居
内
の
大
型
書
庫

と
し
て
、
第
四
御
文
庫
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
五
年
に
廃
止
と
な
っ
た
吹
上
御
文
庫
の
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
の
も
、
第
四
御
文

庫
で
あ
っ
た
。【
史
料
18
】
等
の
よ
う
に
、
曝
書
を
兼
ね
つ
つ
蔵
書
の
移
送
が
行
わ
れ
て

い
る
。
記
事
に
は
た
だ
「
新
築
御
文
庫
」
と
の
み
あ
る
が
、
十
五
年
ま
で
の
間
に
新
た
に

書
庫
が
建
設
さ
れ
た
様
子
は
見
え
な
い
の
で
、
第
四
御
文
庫
を
指
し
て
い
る
と
み
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
第
三
・
第
五
・
吹
上
各
御
文
庫
の
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
第

四
御
文
庫
は
、
侍
講
局
所
管
の
中
心
的
か
つ
ほ
ぼ
唯
一
の
書
庫
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
侍
講
局
の
も
と
で
は
、
複
数
の
書
庫
が
様
々
に
変
遷
し
つ
つ
使
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
推
察
さ
れ
る
。

【
史
料
24
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
一
年
十
月
二
十
六
日
条
（
部
分
）

一
、
静
寛
院
宮
御
書
籍
弐
長
持
、
内
廷
課
前
御
廊
下
へ
置
候
所
、
内
廷
課
ゟ
取
片
付
之

儀
談
シ
有
之
、
依
而
書
筐
取
出
し
、
御
玄
関
広
間
西
ノ
梯
子
壇
下
押
入
れ
へ
暫
時

積
置
候
事
、

但
、
二
長
持
明
キ
候
得
共
、
置
キ
場
無
之
ニ
付
、
調
度
課
へ
引
渡
シ
候
所
、
伊
沢

受
取
之
事
、

こ
の
【
史
料
24
】
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
年
に
没
し
た
静
寛
院
宮
（
和
宮
親
子
内
親
王
、

一
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
後
室
）
の
旧
蔵
図
書
（
（1
（

が
、
宮
内
省
に
引
き
取
ら
れ
て
侍
講
局
の
管

轄
と
な
っ
た
が
、
置
き
場
に
困
り
、
内
廷
課
前
廊
下
を
経
て
、
長
持
か
ら
出
さ
れ
て
玄
関

広
間
西
の
梯
子
段
下
押
入
に
格
納
さ
れ
た
。
長
持
自
体
も
置
き
場
が
な
く
、
調
度
課
へ
渡

さ
れ
た
。
宮
城
内
に
二
ヶ
所
（
吹
上
・
賢
所
脇
）、
赤
坂
仮
皇
居
に
二
ヶ
所
（
第
三
・
第

五
）
の
書
庫
を
有
し
て
い
た
侍
講
局
で
あ
る
が
、
古
典
籍
の
移
入
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
明

治
十
一
年
に
は
、
そ
の
膨
大
な
蔵
書
を
収
蔵
す
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
御
文
庫
竣
工
後
も
、
収
蔵
場
所
の
不
足
は
補
え
な
か
っ
た
よ
う
で
、
明
治
十
四
年

に
は
、「
兼
テ
侍
講
ヘ
ハ
土
蔵
壱
棟
御
渡
相
成
居
候
ヘ
ト
モ
、
是
以
狭
隘
故
」、
侍
講
局
か

ら
内
匠
課
へ
再
び
「
相
応
之
土
蔵
壱
棟
新
築
御
渡
」
の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
。
卿
輔
も

い
っ
た
ん
は
通
過
し
た
が
、「
本
年
度
営
繕
費
定
額
出
払
候
ニ
付
、
諸
費
額
請
求
伺
書
難

指
出
旨
ニ
而
」（『
日
記
』
同
年
十
二
月
七
日
条
）、
申
立
書
は
内
匠
課
か
ら
返
却
さ
れ
て

い
る
（
（2
（

。む
す
び
に
か
え
て　

─
図
書
寮
へ
の
引
き
継
ぎ
─

宮
内
省
の
古
典
籍
・
歴
史
資
料
の
一
大
集
積
地
と
な
っ
た
侍
講
局
で
あ
っ
た
が
、
明
治

十
七
年
一
月
、
各
省
図
書
の
集
中
管
理
を
目
的
と
し
た
太
政
官
文
庫
が
新
設
さ
れ
、
同
年

八
月
、
省
内
に
系
譜
・
記
録
の
編
輯
と
古
典
籍
・
古
美
術
品
の
保
存
管
理
を
管
掌
す
る
図

書
寮
（
（2
（

が
設
置
さ
れ
る
と
、
徐
々
に
そ
の
位
置
付
け
を
変
え
て
い
く
。
十
八
年
四
月
に
は
、

太
政
官
文
庫
へ
書
籍
が
一
部
移
管
さ
れ
る
（『
日
記
』
同
月
十
五
日
条
）
な
ど
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
特
に
図
書
寮
と
の
か
か
わ
り
に
注
目

し
て
み
た
い
。
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十
七
年
十
二
月
に
は
、
図
書
寮
の
求
め
に
応
じ
て
、「
侍
講
局
所
管
御
書
籍
目
録
四
冊
」

が
謄
写
さ
れ
、
図
書
寮
へ
渡
さ
れ
て
い
る
（『
日
記
』
同
年
十
月
二
十
九
日
・
十
二
月
二

十
七
日
条
）。
こ
れ
は
、「
神
書
・
国
史
・
雑
史
・
有
職
・
記
録
・
系
譜
・
法
律
・
和
雑

書
・
図
画
・
聖
学
十
図
・
淳
化
法
帖
等
・
語
言
・
訳
書
」、「
御
集
・
撰
集
・
家
集
・
歌

合
・
歌
書
・
和
文
随
筆
・
紀
行
等
・
物
語
・
日
本
紀
古
写
本
・
神
皇
正
統
記
北
畠
親
筆
」、

「
平
田
篤
胤
著
述
書
・
足
代
弘
訓
編
集
書
・
静
寛
院
宮
御
遺
本
・
伊
地
知
正
治
献
本
和
漢

共
・
新
井
白
石
遺
本
・
朝
儀
部
類
・
侍
従
局
備
本
・
式
部
寮
預
・
御
系
譜
課
預
・
御
陵
墓

課
預
」、「
漢
籍
類
」
の
四
冊
で
あ
り
（
（2
（

、
当
該
期
の
侍
講
局
に
よ
る
管
理
が
種
目
・
旧
蔵
別

で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
侍
講
制
度
は
明
治
十
八
年
十
月
に
廃
止
を
見
る
が
、
侍
講
局
員
は
御
書
籍
掛

と
し
て
再
編
さ
れ
（『
日
記
』
同
月
十
九
日
条
）、
所
管
図
書
は
そ
の
ま
ま
彼
ら
の
管
轄
下

に
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
所
管
図
書
の
図
書
寮
へ
の
移
管
が
決
定
し
た
の
は
、
明
治
十
九

年
二
月
六
日
（【
史
料
25
】）。
同
月
四
日
に
定
め
ら
れ
た
宮
内
省
官
制
で
、
図
書
寮
が

「
帝
室
ノ
記
録
図
書
及
宝
器
美
術
保
存
ノ
事
ヲ
掌
ル
」（（2
（

と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

【
史
料
25
】『
侍
講
局 

例
規
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
十
九
年
）』
明
治
十
九
年
第
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
侍
講
局

従
前
其
局
主
管
ノ
書
籍
ヲ
図
書
寮
ヘ
引
渡
ス
ヘ
シ
、

明
治
十
九
年
二
月
六
日

　
　

宮
内
省
（（「
宮
内
省
」）

朱
印
）

侍
講
局
并
文
学
御
用
掛
被
廃
候
ニ
付
テ
ハ
、
是
迄
該
局
管
掌
候
書
籍
図
書
ハ
、
以
来
当

寮
ニ
於
テ
管
掌
候
義
ト
存
候
条
、
右
書
目
録
ヲ
添
ヘ
、
当
寮
ヘ
引
渡
候
様
、
元
該
掛
員

ヘ
御
達
相
成
候
様
致
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也
、

明
治
十
九
年
二
月
六
日　

図
書
頭
井
上
毅

内
事
課
長
桜
井
能
監
殿

追
テ
当
寮
引
継
主
任
山
県
篤
蔵
・
境
野
熊
蔵
両
人
へ
相
達
置
候
也
、

次
の
【
史
料
26
】
の
と
お
り
、
は
や
く
も
四
日
後
の
十
日
に
は
引
き
継
ぎ
が
始
ま
り
、

そ
の
間
一
ヶ
月
間
ほ
ど
の
中
断
を
は
さ
む
（『
日
記
』
同
年
二
月
二
十
六
日
条
・
同
年
四

月
一
日
条
）
も
の
の
、
三
月
一
日
に
は
「
御
文
庫
錠
前
」
等
が
図
書
寮
へ
引
き
渡
さ
れ

（『
日
記
』
同
日
条
）、
四
月
七
日
に
引
き
継
ぎ
作
業
が
完
了
し
た
（【
史
料
27
】）。

【
史
料
26
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
九
年
二
月
十
日
条
（
部
分
）

一
、
本
日
ヨ
リ
於
御
文
庫
、
図
書
寮
掛
リ
員
へ
御
書
籍
引
継
相
始
候
事
、

【
史
料
27
】『
侍
講
日
記
』
明
治
十
九
年
四
月
七
日
条
（
部
分
）

一
、
元
侍
講
局
主
管
之
御
書
籍
并
目
録
共
、
悉
皆
図
書
寮
へ
引
継
、
本
日
相
済
候
ニ
付
、

両
名
ヲ
以
宮
内
次
官
宛
届
出
候
事
、

以
上
の
よ
う
に
、
草
創
期
図
書
寮
の
所
蔵
・
所
管
古
典
籍
群
は
、
明
治
十
年
代
前
半
を

ピ
ー
ク
に
侍
講
局
へ
集
中
、
管
理
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
図
書
寮
は
、
職
掌
的
に

は
編
纂
や
保
存
を
専
ら
と
す
る
御
系
譜
課
・
古
器
物
保
存
并
美
術
掛
の
系
統
を
引
く
が
、

蔵
書
史
的
に
は
侍
講
局
の
後
継
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
図
書

寮
の
設
置
か
ら
蔵
書
の
引
継
ま
で
二
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
要
し
た
こ
と
は
、
旧
侍
講
局
の
膨

大
な
古
典
籍
の
移
管
が
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
同

時
に
、
侍
講
局
が
古
典
籍
管
理
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
も
表
し
て
い
る
と
い
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え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
侍
講
局
時
代
の
古
典
籍
は
、
明
治
六
年
皇
居
焼
亡
の
影
響
に
よ
り
、

宮
城
・
赤
坂
仮
皇
居
両
所
の
複
数
の
書
庫
を
頻
繁
に
移
動
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
所
管
図

書
の
際
限
の
な
い
増
加
と
、
古
儀
復
興
の
た
め
の
調
査
の
利
便
性
の
二
点
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
保
存
に
お
け
る
明
確
な
指
針
や
計
画
は
看
取
し
が
た
い
。
古
典
籍
や
歴
史
資
料
に

お
い
て
、
保
存
の
対
象
た
る
べ
き
歴
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
の
面
よ
り
も
、
古
儀
調
査
の

た
め
の
道
具
と
し
て
の
面
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
保
存
に
お
い
て
一

定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
二
年
の
帝
国
博
物
館
の
図
書
寮
か
ら
の
分
離

独
立
や
、
そ
の
後
の
官
制
改
定
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
同
時
代
の
政
治
・
社
会
動
向
と
の
関
連
や
、
国
内
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
成
立
史
に
お

け
る
位
置
づ
け
な
ど
考
察
・
検
証
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
蔵
書
史
研
究
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
1
）　

公
文
書
管
理
法
の
公
布
に
と
も
な
い
、
平
成
二
十
二
年
に
宮
内
公
文
書
館
が
新
設
さ
れ
、

宮
内
庁
書
陵
部
の
所
蔵
資
料
は
図
書
寮
文
庫
と
宮
内
公
文
書
館
に
分
類
さ
れ
た
。「
図
書
寮
文

庫
」
の
名
称
自
体
、
こ
の
と
き
の
設
置
に
か
か
る
も
の
だ
が
、
本
稿
で
は
現
在
の
図
書
寮
文
庫

に
つ
な
が
る
資
料
群
を
指
し
示
す
語
と
し
て
、
設
置
以
前
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
と

す
る
。

（
2
）　

田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
一
〜
四
輯
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇

一
二
年
）
等
参
照
。

（
3
）　

福
井
保
『
紅
葉
山
文
庫
』（
郷
学
舎
、
一
九
八
〇
年
）、
長
澤
孝
三
『
幕
府
の
ふ
み
く
ら
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
等
参
照
。
そ
の
多
く
は
、
内
閣
文
庫
と
し
て
国
立
公
文
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
は
明
治
〜
昭
和
初
期
に
図
書
寮
文
庫
に
移
管
さ
れ
た
。

（
4
）　

こ
れ
ら
の
内
訳
や
個
々
の
伝
来
・
献
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
「
秘
閣
図
書

の
源
流
に
就
い
て
」（『
歴
史
と
地
理
』
一
八
─
四
、
一
九
二
六
年
）、
伊
地
知
鐵
男
「
蔵
書
史

と
新
収
書
解
説
」（『
書
陵
部
紀
要
』
一
、
一
九
五
一
年
）、『
図
書
寮
叢
刊 

書
陵
部
蔵
書
印
譜 

上
・
下
』（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
九
六
・
一
九
九
七
年
）
所
収
「
解
説
」、
飯
倉
晴
武
「
近
代

の
禁
裏
・
公
家
文
庫
」（
前
掲
註
（
2
）
田
島
編
書
第
三
輯
、
二
〇
〇
九
年
）
に
簡
潔
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）　

前
掲
註
（
2
）
田
島
編
書
所
収
の
各
論
文
参
照
。

（
6
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
十
年
八
月
二
十
九
日
条
、『
同
』
十
二
年
四
月
二
十
一
日
条
。

（
7
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
侍
講
局 

図
書
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
七
年
）』（
識
別
番
号
乙

二
六
七
）
明
治
六
年
第
一
号
。

（
8
）　

前
掲
註
（
7
）『
図
書
録
』
明
治
六
年
第
一
号
「
宮
内
省
受
取
状
」。

（
9
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
総
務
課 

重
要
雑
録
（
明
治
七
年
）』（
識
別
番
号
二
三
二
五
〇
）

第
一
三
号
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
の
明
治
六
年
十
月
に
も
、「
西
京
御
文
庫
中
ノ
書
籍
」
三
五

箱
が
宮
内
省
に
到
着
し
、
御
内
儀
課
か
ら
侍
読
局
へ
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
（『
日
記
』
同
月
十

九
日
条
）
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
10
）　

①
②
計
三
二
箱
が
【
史
料
11
】
に
「
三
拾
六
箇
」
と
あ
る
の
は
、「
目
録
外
」
や
「
印
落
」

二
箱
の
カ
ウ
ン
ト
の
差
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
不
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
③
三
箱
が
【
史

料
11
】
に
「
甲
乙
号
弐
箇
」
と
あ
る
の
は
、「
書
籍
類
箱
鍵
入
一
箱
」（「
御
池
庭
並
御
内
庭
御

文
庫
書
目
」
後
掲
註
（
11
））
の
カ
ウ
ン
ト
の
有
無
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

前
掲
註
（
7
）『
図
書
録
』
明
治
七
年
第
一
号
。
な
お
、
同
目
録
が
桂
宮
罫
紙
に
書
か
れ

て
い
る
の
は
、
作
成
者
の
宇
田
淵
が
桂
宮
家
家
令
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
そ
の
他
、

同
目
録
に
つ
い
て
は
後
掲
註
（
16
）
参
照
。

（
12
）　
『
侍
講
局 

図
書
録
（
自
明
治
十
四
年
至
明
治
十
七
年
）』（
識
別
番
号
乙
二
六
八
）
明
治
十

四
年
第
一
号
、
明
治
十
六
年
第
一
号
。

（
13
）　

前
掲
註
（
12
）『
図
書
録
』
明
治
十
五
年
第
一
号
、
明
治
十
六
年
第
二
・
三
号
。

（
14
）　

吹
上
御
苑
滝
見
茶
屋
は
、
同
火
災
の
際
、
明
治
天
皇
の
避
難
先
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

火
災
の
三
日
後
に
は
吹
上
御
苑
に
て
閲
兵
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
六
年
五

月
五
・
八
日
条
。
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（
15
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
十
五
年
二
月
十
日
条
。

（
16
）　

八
年
五
月
二
十
七
日
条
に
も
「
吹
上
御
文
庫
取
調
済
」
と
あ
り
、
数
度
に
わ
た
っ
て
調

査
・
整
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
『
吹
上
目
録
』
も
更
新
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
八
年

四
月
二
日
条
に
吹
上
御
文
庫
よ
り
侍
講
局
詰
所
へ
引
き
取
っ
た
と
あ
る
『
帝
鑑
図
説
』
は
、

『
吹
上
目
録
』
末
尾
の
「
仮
皇
居
へ
取
寄
之
分
」
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
テ
の
部
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
吹
上
目
録
』
が
八
年
四
月
以
前
の
内
容
を
記
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
目
録
が
明
治
六
〜
八
年
に
使
用
が
規
定
さ
れ
た
一
〇
行
罫
紙
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
年
代
と
齟
齬
し
な
い
。

（
17
）　

前
掲
註
（
7
）『
図
書
録
』
所
収
の
「
御
池
庭
並
御
内
庭
御
文
庫
目
録
」
に
は
、
各
書
目

の
上
に
、
朱
点
と
と
も
に
朱
書
き
で
書
目
の
頭
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
書
目
の
よ
み
の
確
定

と
吹
上
御
文
庫
内
の
箱
分
け
の
作
業
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
・
十
二
年
一
月
十
八
日
条
。

（
19
）　

明
治
十
二
年
三
月
以
前
作
成
の
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
静
寛
院
宮
御
書
籍
目
録
』（
識
別

番
号
七
〇
〇
三
三
）
に
よ
る
と
、
こ
の
旧
蔵
書
群
は
、
天
・
地
・
人
・
甲

（
マ
マ
）・
夏
・
秋
・
冬
・

花
・
鳥
・
風
・
月
の
一
一
箱
に
収
め
ら
れ
、
和
漢
の
古
典
籍
か
ら
明
治
初
期
刊
行
の
書
籍
ま
で
、

総
点
数
は
一
六
〇
書
目
、
一
三
七
二
点
と
な
る
。

（
20
）　
『
侍
講
局 

例
規
録
（
自
明
治
六
年
至
明
治
十
九
年
）』（
識
別
番
号
六
四
三
七
）
明
治
十
四

年
第
一
号
。『
日
記
』
同
年
六
月
四
日
条
に
も
関
連
記
事
が
あ
る
。

（
21
）　

図
書
寮
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
宮
間
純
一
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す

る
基
礎
的
研
究　

一
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
四
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
22
）　

前
掲
註
（
12
）『
図
書
録
』
明
治
一
七
年
第
二
号
。

（
23
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
九
年
、
宮
内
省
達
第
一
号
。


